
 

 

 
長
谷
部
区
長
は
、
区
民
の
多
数

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
渋
谷
図

書
館
の
廃
止
を
強
行
し
ま
し
た
。

区
長
と
廃
止
条
例
に
賛
成
し
た

自
民
、
シ
ブ
ヤ
笑
顔
、
公
明
な
ど

は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
文
化
、
教
養
、
教
育
の

拠
点
を
廃
止
し
た
責
任
が
厳
し

く
問
わ
れ
ま
す
。 

 

同
時
に
、
区
議
会
第
１
回
定
例

会
に
は
、
図
書
館
や
社
会
教
育
館
、

美
術
館
な
ど
の
教
育
、
文
化
施
設

を
、
教
育
委
員
会
の
所
管
か
ら
区

長
部
局
に
移
し
て
、
運
営
か
ら
存

廃
ま
で
も
区
長
の
思
う
ま
ま
に

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
「
渋
谷

区
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
が
、
日
本
共
産
党
と
れ

い
わ
渋
谷
以
外
の
賛
成
多
数
で

強
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
総
務

委
員
会
や
本
会
議
で
、
条
例
の
問

題
点
と
危
険
性
を
明
ら
か
に
し

て
反
対
し
ま
し
た
。 

 

以
下
、
本
会
議
で
私
が
行
っ
た

反
対
討
論(

要
旨)

で
す
。 

 

本
案
は
、
渋
谷
区
組
織
条
例
に

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
、
産
業
観

光
文
化
部
、
生
涯
活
躍
推
進
部
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
を
新
設
し
、

財
務
部
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
各
部
の
所

掌
事
務
を
移
動
ま
た
は
整
理
す

る
も
の
で
す
。 

反
対
理
由
の
第
１
は
、
渋
谷
区

の
組
織
の
在
り
方
を
、
い
っ
そ
う

大
企
業
の
儲
け
に
奉
仕
す
る
体

制
に
す
る 

今
回
の
組
織
改
正
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
を
創
設
し
、
デ

ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
推
進
担
当
課

を
新
設
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

室
を
経
営
企
画
部
か
ら
移
管
す

る
こ
と
で
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ(

デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン)

を
推
進
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
る
と
し
て

い
ま
す
。 

政
府
と
財
界
は
一
体
と
な
っ

て
新
自
由
主
義
経
済
政
策
を
す

す
め
、
国
民
の
い
の
ち
と
生
活
を

守
っ
て
き
た
規
制
を
緩
和
し
、
格

差
と
貧
困
を
ひ
ろ
げ
て
き
ま
し

た
。(

中
略) 

政
府
は
、
個
人
情
報
を
も
う
け

の
種
に
し
た
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利

活
用
」
を
成
長
戦
略
と
し
て
位
置

づ
け
、
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
法

や
デ
ジ
タ
ル
改
革
推
進
法
と
自

治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
、
行
政
手
続

き
や
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用

を
原
則
化
し
、
国
や
自
治
体
保
有

の
個
人
情
報
を
民
間
企
業
が
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
自

治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
経
済
産
業

省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「
業
務

そ
の
も
の
や
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
な

ど
を
変
革
し
競
争

上
の
優
位
性
を
確

立
す
る
」
と
定
義

し
て
お
り
、
デ
ー

タ
の
利
活
用
が
優

先
さ
れ
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

や
、
個
人
情
報
の
保
護
も
後
回
し

に
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。 

今
回
の
組
織
改
正
は
、
財
界
戦

略
に
沿
っ
て
個
人
情
報
の
利
活

用
に
よ
る
大
企
業
の
利
益
追
求

を
可
能
に
す
る
体
制
を
構
築
す

る
も
の
で
あ
り
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
ず
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
保
護
の
ル
ー
ル
を
確
立

す
べ
き
で
す
。 

デ
ジ
タ
ル
化
は
利
便
性
の
向

上
の
面
で
必
要
で
す
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
自
体
が
目
的
と
な
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
後
退
す
る
事
態
が

起
き
て
い
ま
す
。(

略)

渋
谷
区
で

も
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予

約
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
な
い
か
で
き
な
い
高
齢
者
な

ど
が
予
約
し
に
く
い
と
い
う
事

態
が
す
で
に
発
生
し
て
い
ま
す
。 

渋
谷
区
の
責
任
は
、
す
べ
て
の

区
民
に
等
し
く
、
だ
れ
一
人
取
り

残
さ
ず
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
を

利
活
用
で
き
な
い
区
民
へ
の
支

援
こ
そ
重
視
す
べ
き
で
す
。 

今
回
の
組
織
改
正
は
、
渋
谷
区
の

組
織
を
、
個
人
情
報
の
利
活
用
に

よ
る
大
企
業
の
利
益
追
求
に
奉

仕
す
る
体
制
を
く
る
も
の
で
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

第
２
は
、
図
書
館
、
社
会
教
育

館
を
生
涯
活
躍
推
進
部
へ
、
美 

草の根から、ロシアの侵略に抗議・即

時撤退を求め、ウクライナ支援を訴える 
 私は連日、地域の後援会のみなさんとロシアのウ

クライナ侵略に抗議し、即時撤退を求め、ウクライ

ナへの人道支援募金を訴える宣伝活動にとりくん

でいます。 

 私たちは、国連を中心にロシアに即時無条件撤退

を迫り平和の国際秩序を 

回復する国際社会の努力 

に連帯する活動であり、 

ウクライナ支援にために 

何かしたいとの願いを届 

ける活動です。 

ぜひ、みなさんもご参 

加ください。 

街頭でのウクライナ支援募金は、８万円

超に！ ご協力ありがとうございます。 

 

区
議
会
第
１
回
定
例
会
・
渋
谷
区
組
織
条
例
の
改
正
に
反
対 

区
長
の
独
断
で
、
図
書
館
・
社
教
館
な
ど
の
存
廃
を
決
め
る
こ
と
も
可
能
に 
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術
館
、
郷
土
博
物
館
・
文
学
館
、
文
化
財
保
護
を

産
業
観
光
文
化
部
へ
、
教
育
委
員
会
の
所
管
か
ら

区
長
部
局
へ
移
す
こ
と 

条
例
案
の
付
則
で
は
、「
図
書
館
、
郷
土
博
物
館
・

文
学
館
、
美
術
館
及
び
社
会
教
育
館
の
設
置
、
管
理

及
び
廃
止
に
関
す
る
」
権
限
を
「
教
育
委
員
会
」
か

ら
「
区
長
」
に
変
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て

の
権
限
を
教
育
委
員
会
か
ら
は
ず
し
、
区
長
が
握
る

も
の
で
す
。
こ
れ
で
は
、
社
会
教
育
の
た
め
の
施
設

を
、
区
長
の
独
断
で
、
施
設
や
事
業
の
改
廃
や
、
他

施
設
と
の
複
合
化
・
共
用
化
、
有
料
化
も
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
学
び
の
機
会
を
広
く
無

料
で
保
障
す
る
社
会
教
育
の
視
点
よ
り
、
産
業
振
興

や
儲
け
、
効
率
化
が
優
先
さ
れ
、
区
民
か
ら
社
会
教

育
や
文
化
・
教
養
・
教
育
の
機
会
を
奪
い
か
ね
ま
せ

ん
。 条

例
改
正
の
質
疑
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
社
会
教
育

の
機
会
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
条
項
は

な
い
こ
と
、
23
区
の
中
で
、
図
書
館
や
社
会
教
育

館
、
美
術
館
な
ど
を
区
長
部
局
に
移
し
て
い
る
区
は

な
い
と
こ
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

す
で
に
長
谷
部
区
政
は
、
富
山
臨
海
学
園
や
山
中

高
原
学
園
、
新
島
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
今

度
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
渋
谷
図
書
館
ま
で
廃
止
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
社
会
教
育
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
委
員
会
で
教
育
的
な
視
点
か

ら
集
団
的
に
熟
議
し
て
決
め
て
い
た
も
の
が
、
今
回

の
組
織
改
正
に
よ
っ
て
区
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

国
会
が
根
拠
法
の
改
正
の
付
帯
決
議
で
「
公
共
社

会
教
育
施
設
が
国
民
の
知
る
権
利
、
思
想
・
表
現
の

自
由
に
資
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
」
に
「
格
段
の
配

慮
」
を
求
め
た
の
は
、
社
会
教
育
の
視
点
が
後
回
し

に
さ
れ
る
危
険
性
を
指
摘
し
た
も
の
に
他
な
り
ま

せ
ん
。 

渋
谷
区
の
か
け
が
え
の
な
い
社
会
教
育
の
場
を

奪
い
か
ね
な
い
組
織
改
正
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
社

会
教
育
館
、
図
書
館
、
郷
土
博
物
館
・
文
学
館
な
ど

は
教
育
委
員
会
に
と
ど
め
る
べ
き
で
す
。 

以
上
、
反
対
討
論
と
し
ま
す
。 
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